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馳元で働きたい」が73欲も

―

の
Ｏ
Ю

Ｉ

依
存
度
が
高
く
示
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
出
か
せ
ぎ
者
の

健
康
管
理
と
援
護
は
も
ち
ろ
ん
、

留
守
家
族
の
援
護
対
策
も
推
進

し
、
生
活
基
盤
確
立
の
た
め
、

積
極
的
に
取
り
く
ん
で
ゆ
く
こ

で
は
、
五
人
家
族
か
ら
の
出
か
せ

ぎ
者
が
二
十

一
。
九
く
と
最
も
多

く
、
次

い
で
四
人
家
族
、
六
人
家

族
と
続
い
て
い
る
。

市
浦
村
の

一
世
帯
平
均
家
族
は

三

。
九
人
と
核
家
族
化
の
傾
向
に

あ
る
が
、
四
人
家
族
か
ら
六
人
家

族
が
全
体
の
五
十
九
‘
を
占
め
て

出
か
せ
ぎ
者
の
主
な
家
業
で
は

出
か
せ
ぎ
を
本
業
と
し
て
い
る
出

か
せ
ぎ
専
業
世
帯
が
全
体
の
四
十

召
を
占
め
て
お
り
、
次

い
で
農
林

業
世
帯
の
三
十
四
４
。
漁
業
世
帯

の
十
く
の
順
と
な

っ
て
い
る
。

出
か
せ
ぎ
を
専
業
と
し
て
い
る

世
帯
を
地
域
別
に
見
る
と
、
脇
元

の
六
十
六

・
三
‘
。
磯
松
六
十
二

・
七
‘
。
十
三
の
二
十
八

・
二
４
。

桂
川
二
十
召
。
相
内
十
四

。
三
‘
。

専
業
と
し
て
い
る
人
が
全
体
の
四
〇
召

最
も
多

い
五
人
家
族
の
出
か
せ

ぎ
世
帯
を
み
る
と
、
脇
元
地
区
が

二
十
六

・
五
く
。
相
内
二
十
二
く
。

太
田
二
十

一
・
四
‘
。
十
三
が
十

九

・
六
湾
。
磯
松
十
七

・
六
く
。

桂
川
地
区
の
十
三

・
三
こ
の
順
と

太
田
十

・
七
４
と
な

っ
て
お
り
、

脇
元

・
磯
松
地
区
は
依
然
と
し
て

出
か
せ
ぎ
収
入
に
依
存
す
る
割
合

が
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
林
業
を
本
業
と
す
る

世
帯
で
は
、
太
田
地
区
が
七
十
八

・
六
‘
。
桂
川
七
十
三

・
三
だ
。

相
内
地
区
の
七
十

一
。
四
Ｃ
と
な

っ
て
お
り
、
冬
期
間
の
出
か
せ
ぎ

が
多

い
。

■
■
■
Ｆ
Ｆ

地
元
に
仕
事
が
あ
れ
ば
ナ
ア

市
浦
村
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
　
　
な
り
、
年
間
を
と
お
し
て
出
か
　
　
　
幸
い
、
女
子
の
地
元
就
労
に

が
夏
型
の
出
か
せ
ぎ
で
、
二
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
出
か
せ
ぎ

者
で
占
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
経
済
の
高
度
成
長
、
農
政

の
転
換
等
、
社
会
情
勢
の
変
化

．

に
よ
り
、
農
作
業
を
終
え
て
か

ら
の
冬
型
出
か
せ
ぎ
者
鷲
多
く

‘

せ
ぎ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

村
で
は
、
出
か
せ
ぎ
対
策
の

一
環
と
し
て
、
女
子
型
の
企
業

誘
致
や
書
産
振
興
も
合
わ
せ
た

高
齢
者
等
肉
用
牛
飼
育
事
業
な

ど
を
と
り
入
れ
て
、
労
働
力
の

確
保
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
四
〇
五
人
が
出
か
せ
ぎ

今
回
の
調
査
で
は
、
三
百
十
五
　
　
帯
数
が
四

・
八
く
、
出
か
せ
ぎ
者

世
帯
で
四
百
五
人
と
な

っ
て
い
る
。
　

数
が
二

・
六
く
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少

こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
相
　
　
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
か
せ
ぎ
者

内
地
区
か
ら
百
人
。
桂
川
二
十
五
　
　
数
を
性
別
的
に
み
る
と
、
男
三
百

人
。
太
田
四
十

一
人
。
協
元
百
十
　
　
五
十
人

（八
六
‘
）
女
五
十
五
人

九
人
。
磯
松
六
十
九
人
。
十
三
地
　

　

（十
四
‘
）
で
、
前
回
に
比
べ
男

区
か
ら
五
十

一
人
と
な

っ
て
い
る
。
　

が
十
五
人
減
少
し
、
女
が
四
人
増

前
回
の
調
査

（昭
和
五
十
四
年
　
　
え
て
い
る
。

二
月
十
日
現
在
）
で
は
、
世
帯
数
　
　
　
夫
婦
で
出
か
せ
ぎ
を
し
て
い
る

三
百
三
十

一
世
帯
の
四
百
十
六
人
　
　
の
が
二
十
三
組
あ
る
が
、
前
回
に

で
あ
り
、
こ
れ
に
比
較
す
る
と
世
　
　
比
べ
三
組
減
少
し
て
い
る
。

家
庭
の

″大
黒
柱
″
に
多
い

年
令
別
で
は
、
前
回
と
同
じ
く
　
　
九
歳
以
下
」
の
出
か
せ
ぎ
者
が

一

「四
十
五
歳
か
ら
五
十
四
歳
」
の
　
　
。
一
一‘
で
最
も
低
く
、
全
体
的
に

出
か
せ
ぎ
者
が
二
十
九

・
六
‘
。
　
　
前
回
の
調
査
と
同
じ
比
率
を
示
し

「
二
十
歳
か
ら
三
十
四
歳
」
が
二
　
　
て
い
る
。

十
七

・
四
４
の
順
で
多
く
、

「十
　
　
　
家
族
単
位
別
の
出
か
せ
ぎ
世
帯

つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
労
働
条
件
の
改
善
、

賃
金
格
差
等
も
合
め
て
、
そ
の

対
策
を
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

ま
た
、
出
か
せ
ぎ
に
対
す
る

出
か
せ
ぎ
実
態
調
査
か
ら
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「地
元
に
仕
事
が
な
い
」
五
〇
だ

「生
活
が
苦
し
い
」
十
八
４

出
か
せ
ぎ
す
る
理
由
に
つ
い
て

は
、

「地
元
に
適
当
な
仕
事
が
な

い
」
が
最
も
多
く
、
全
体
の
四
十

九

・
六
く
を
占
め
、
次

い
で

「
生

活
が
苦
し
い
」
十
八

。
四
く
。
「地

元
は
賃
金
が
安

い
」
十
二

・
二
４

の
順
と
な

っ
て
ぉ
り
、
地
場
産
業

の
育
成
と
就
業
機
会
の
増
大
が
の

ぞ
ま
れ
て
い
る
。

出
か
せ
ぎ
継
続
の
意
思
に
つ
い

て
は

「地
元
に
適
当
な
仕
事
が
あ

れ
ば
や
め
る
」
が
全
体
の
七
十
三

「年
間
と
お
し
て
」

就
労
地
域
は
、
神
奈
川
県
の
六

十
四
人
で
、
全
体
の
十
五

・
八
‘

と
最
も
多
く
、
次

い
で
東
京
都
五

十
五
人

（十
三

・
六
４
）
、
千
葉

県
四
十
五
人

（十

一
。
一
４
）
の

順
と
な

っ
て
お
り
、
二
十
二
都
道

府
県
に
ま
た
が

っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
も
前
回

と
同
じ
く
神
奈
川
県
と
東
京
都
に

集
中
し
て
い
る
が
、
同
じ
都
道
府

県

へ
の
グ
ル
ー
プ
就
労
が
多

い
の

が
今
回
の
特
徴
で
あ
る
。

就
労
先
の
業
種
で
は
、
建
設
業

が
二
百
六
十
二
人
で
全
体
の
六
四

・
七
資
を
占
め
、
次

い
で
製
造
業

七
十
四
人

（十
八

・
三
‘
）
、
漁

業
が
十
五
人

（三

・
七
４
）
農
林

。
三
“
を
占
め
、
続

い
て

「今
後

も
続
け
る
」
十

一
・
七
く
と
な

っ

こ
れ
を
見
て
も
、
地
元
に
適
当

な
職
場
が
な
い
こ
と
が
、
い
か
に

出
か
せ
ぎ
者
の
減
少
に
つ
な
が
ら

な

い
か
を
物
語

っ
て
お
り
、
農
林

漁
業
の
再
開
発
、
他
産
業
と
結
び

つ
け
た
新
し
い
観
光
開
発
な
ど
積

極
的
な
振
興
施
策
を
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

が
多
く
な
っ
た

業
八
人

（
二
‘
）
の
順
と
な

っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
前
回
に
比
べ

て
も
横
ば
い
の
傾
向
を
示
し
て
い

就
労
期
間
で
は
、
九
カ
月
未
満

の
出
か
せ
ぎ
者
が
百
十
二
人
で
、

全
体
の
二
十
七

。
九
く
を
占
め
、

一
カ
年
未
満
九
十
七
人

（
二
十
四

‘
）
六
カ
月
未
満
八
十
二
人

（
二

十

。
二
‘
）

一
カ
年
以
上
が
七
十

八
人

（十
九

・
三
‘
）
の
順
と
な

最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
六
カ

月
単
位
で
打
ち
切

っ
て
く
る
人
が

多
く
、
失
業
保
険
受
給
後
、
す
ぐ

出
か
せ
ぎ
に
行
く
と
い
う
、
年
間

を
と
お
し
て
の
出
か
せ
ぎ
者
も
少

三
“
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
経
済
の
低
成
長
、

企
業
の
倒
産
、
事
業
の
縮
小
で
求

出
か
せ
ぎ
者
の
就
労
経
路
で
は

「縁
故

・
知
人
」
が
四
十
六

・
五

く
、

「
世
話
役
」
十
九

・
五
“
。

「安
定
所
」
十
三

・
六
‘
。

「
事

業
所
直
行
」
九

・
六
く
の
順
と
な

っ
て
い
る
。

「
縁
故

・
知
人
」
で

最
も
多
か
っ
た
の
が
相
内
地
区
で

五
十

一
。
九
く
。
次

い
で
脇
元
五

十

一
。
三
‘
で
あ
り
、

「公
共
職

業
安
定
所
」
を
と
お
し
て
就
労
し

た
人
の
十
三

・
五
４
は
、
前
回
、

前
々
回
の
調
査
に
比
べ
て
、
だ
ん

だ
ん
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
十
回
以
上
、
同

一
事
業

所
に
行

っ
て
い
る
出
か
せ
ぎ
者
が

三
十
四
人
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
十

七
人
が
脇
元
地
区
で
、
磯
松
地
区

の
八
人
と
続
い
て
い
る
。

出
か
せ
ぎ
の
経
験
年
数
で
は
、

十
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
、
百
九

十
人
で
、
全
体
の
四
十
六

。
九
‘

を
占
め
て
い
る
。
続
い
て
、　
一
年

・
三
年
が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
四
人
の

順
と
な

っ
て
い
る
。

経
験
年
数
十
年
以
上
の
内
訳
を

み
る
と
、
七
十
五
人
の
脇
元
地
区

を
最
高
に
、
磯
松
四
十

一
人
、
十

三
が
三
十
人
、
相
内
二
十
四
人
、

桂
川
十

一
人
、
太
田
九
人
の
順
で
、

今
後
は
、
出
か
せ
ぎ
者
の
援
護

対
策
と
同
時
に
、
安
全
就
労
の
指

導
も
強
化
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ

賃
金
不
払

い
状
況
で
は
、
前
回

と
同
じ
く
、　
一
件
発
生
（解
決
済
）

し
て
い
る
が
、
賃
金
不
払

い
や
労

働
条
件
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
公
共
職
業
安
定

所
を
経
由
し
て
就
労
す
る
と
と
も

に
、
役
場
窓
ロ
ヘ
届
け
出
す
る
よ

う
指
導
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

10年以上のベテランが

全体の47欲を占める

「
:言 : : :  : 言

人
募
集
が
流
動
し
て
い
る
た
め
と
　
　
前
回
と
同
じ
く
脇
元
地
区
が
高
率

思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
示
し
て
い
る
。

届
出
が
少
な
い
安
定
所
の
窓
ロ
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）に
控
√
ぢ
そ

田

沸
こ脅
球
ん

裸
詣
り
の
湊
神
社

大
字
十
三
山
子
町
の
壇
林
寺

西
土
手
を
登
り
つ
め
ま
す
と
、

新
岡
石
材
店
に
突
き
当
た
る
所
、

朱
に
染
め
ら
れ
た
鳥
居
に

「湊

神
社
」
の
掲
額
が
く
っ
き
り
と

人
眼
を
引
き
ま
す
。
鳥
居
を
く

ぐ

っ
て
か
ら
前
潟
湖
岸
沿
え
に

南

へ
約
二
九
。
秀
嶺
岩
木
の
姿

は
、
時
に
よ
り
遺
く
近
く
見
え

る
の
に
向
か

っ
て
進
み
ま
す
。

本
多
水
戸
、
耐
嬌
、
獅
昨
ヽ

明
神
沼
の
古
蹟
を
右
手
に
、
日

本
海
の
怒
涛
を
聞
き
な
が
ら
、

三
本
筋
の
荷
馬
車
道
を
歩
み
尽

き
る
と
、
湊
神
社
が
左
手
の
高

台
に
厳
然
と
鎮
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
が
音
の
参
道
で
、
弁
財

衆
が
海
上
安
全
、
商
売
繁
昌
、

家
内
安
全
、
大
漁
豊
穣
の
祈
願

を
こ
め
て
、
ね
じ
り
鉢
巻
に
越

中
揮
も
り
り
し
く
元
旦
の
凍
て

つ
く
空
気
を

「
ワ

ツ
シ
ョ
イ
」

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
ふ
る
わ
し

て
、
裸
詣
で
を
し
た
道
で
も
あ

前
身
は
浜
の
大
明
神

こ
の
湊
神
社
は
、往
古
の
「浜

の
大
明
神
」
の
後
身
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。か
の
有
名
な
「十

三
往
来
」
に
、
「
屋
根
は
い
ら
か

を
並
べ
、
美
し
い
垣
で
囲
ま
れ
、

神
殿
の
床
は
厳
然
と
し
て
十
四

丈
で
あ
り
、
遠
く
鳥
居
を
立
て
、

そ
の
間
に
切
石
を
畳
ん
で
瑠
璃

を
敷
い
た
の
と
同
じ
で
あ
る
…
」

と
、
う
た
わ
れ
て
い
る
神
社
で

右
手
の
湧
き
水
で
手
を
洗
い
、

口
を
す
す
い
で
身
を
清
め
、
い

く
つ
か
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
抜
け
、

石
の
階
を
の
ぼ
り
つ
め
、
社
前

に
毎
づ
き
拍
手
を
打
て
ば
、
麟
「

ら
遠
い
昔
の
神
々
と
融
け
合
う

思
い
の
す
る
所
で
す
。

展
望
う

る
わ

し

そ
の
展
望
ま
た
よ
く
開
け
、

北
は
十
二
の
街
並
絵
の
ご
と
く
、

脇
元
の
厨
子
工
伝
説
ゆ
か
し
き

雲
グ
山
を
前
景
と
し
た
連
山
の

鼻
頭
に
権
現
崎
を
望
み
、
さ
ら

に
津
軽
海
峡
の
急
潮
を
渡
れ
ば

遥
か
に
渡
島
の
駒
ケ
岳
の
白
雲

水
平
線
に
色
濃
き
小
島
、
幼
の

よ
う
に
浮
ぶ
大
島
の
眺
め
が
あ

り
ま
す
。
西
は
眼
下
に
明
神
沼

の
飛
魚
を
見
、
矮
松
の
砂
丘
を

越
す
と
、
わ
々
た
る
治
海
天
に

ふ
く
ら
む
よ
う
に
横
た
わ

っ
て

い
ま
す
。
南
は
神
嶺
岩
木
が
安

寿
姫
の
伝
説
を
秘
め
て
明
神
沼

の
明
鏡
に
長
く
映
じ
、
遠
く
裾

を
鳥
井
崎
に
流
し
て
い
る
の
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
眼
を

東
に
展
ず
る
と
、
十
三
潟
を
帆

走
す
る
舟
艇
は
ゆ
る
や
か
に
、

漁
舟
の
五
六
十
艘
が
竿
を
垂
れ

て
ポ
ラ
の
収
獲
を
競
う
て
い
ま

す
。
ま
こ
と
に

一
篇
の
絵
巻
物

を
見
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

出

船
入
船

の
守

霞

神

こ
の
明
神
は
、
鎌
倉
、
室
町

の
出
船
入
船
を
守
護
し
た
霊
社

で
す
。
明
神
沼
か
ら
の
南
砂
丘

に
中
世
の
明
神
水
戸
の
址
と
見

う
け
ら
れ
る
所
が
あ
り
ま
す
。

唐
船
、
京
船
、
夷
船
が
こ
の
水

戸
口
を
出
入
し
て
、
異
国
文
化

上
方
文
化
を
津
軽
に
伝
え
た
門

戸
で
す
。
十
三
安
東
水
軍
船
も

こ
の
水
路
を
通
り
、
十
三
湊
の

繁
華
を
招
来
し
た
歴
史
の
古

い

湊
口
で
あ

っ
た
こ
と
は
郷
土
人

た
る
も
の
銘
記
し
て
、
最
善
の

努
力
を
尽
す
と
共
に
、
こ
の
湊

明
神
を
崇
神
し
て
村
の
発
展
を

期
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

浜の大明神の後身だと言われてぃる湊神社は高台に

厳然と鎮まっている

１
０
卜
Ю
Ｉ

⑫

か
　
の
　
部

鴨
、
な
背
負

っ
て
来
た
　
調
子

の
よ
い
こ
と
。
ご
馳
走
を

つ
く
ろ

う
と
し
て
い
た
ら
、
お
誂
え
む
き

に
鴨
が
葱
を
背
負

っ
て
き
た
よ
う

だ
と
い
う
意
。

鳥
の
頭
白
ぐ
な
る
　
あ
り
得
な

島
の
ロ
サ
余

つ
た
物
ア
ね
エ

鳥
の
口
か
ら
余
る
も
の
な
い
。

体
サ
当
だ
ろ
も
風
ば
り
　
か
ら

元
気
の
い
い
こ
と
。
何
物
も
自
分

を
さ
ま
た
げ
る
も
の
は
な
い
、
意

気
揚
々
と
し
た
さ
ま
。

体
サ
苦
付
け
る
　
悪
事
を
す
れ

ば
、
あ
と
で
苦
し
む
。

空
樽
ア
音
高
い
　
内
容
の
な
い

者
ほ
ど
空
元
気
が
い
い
。

柄
に
も
な
い
　
身
分
や
能
力
に

く
ら
べ
て
不
相
応
な
こ
と
。

空
骨
病
み
犬
も
食
ネ
　
怠
け
者

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
意
。

仮
末
代
　
仮
り
に
と
思

っ
て
し

た
工
事
が
、
そ
の
ま
ま
半
永
久
的

に
使
わ
れ
る
。

ガ
ン
ジ
ョ
層．
サ
れ
な
だ
　
ガ
ン

ジ
ョ
馬
は
や
せ
馬
の
こ
と
。
い
く

ら
飲
ま
せ
て
も
き
り
が
な
い
こ
と

川
の
端
よ
り
火
の
端
　
い
つ
で

も
川
よ
り
火
の
ほ
う
が
恋
し
い
。
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出かせぎ者の
みなさんヘ

事故見舞金制度の

あることを知つていますか〃

★どんな制度

出かせぎされる方が安心して就

労できるよう就労先で事故にあ

つたとき、または留守宅が火災
にあったとき見舞金を給付する

制度です。

★加入書

この制度は54年 5月 2日 から発

足したもので、市浦管内では今

年度81名 加入 していますが加入

したい方は、市浦役場 (脇元・

十三出張所)へ申し出てくださ

★加入できるひと
1ケ 月以上 1年未満居住地を離
れて就労し、就労後は居住地に

帰る人ならどなたでも加入でき

ます。

★掛  全

掛金は、年間 1人 600円 です。
★見 舞 全

轟:鮮幣きて

絲具供経踏

喜想崇轟踏

十二の砂山まつり

カ`ラオケや子供ねぶた0ミ

十三の砂山まつりは、 8月 13日

から16日 までの 4日 間行われます

が、期間中の行事は次のとおりで

す。

)8月 13日

16:∞ 子供ねぷた運行 (村内一

円)

19:∞ 十二の砂山まつリカラオ

ケ大会 (十二保青所園庭)

)8月 14日

8:00十二の砂山杯少年野球大

会 (十三小グラウンド)

19:∞十二の砂山踊 り (十三保

育所園庭)

)8月 15日

8:00十 二の砂山まつり杯争奪

社会人野球大会 (十二小

グラウンド)

19:∞ 十二の砂山踊 り (十三保

育所園庭)

)8月 16日

n:∞山車 。みこし・流 し踊 り

運行

19:∞ 十二の砂山踊 り (十三保

青所口庭)

□主催 十二東日流会

□後援 十二の砂山保存会 。十三

婦人会・十三子供会

十二の砂山

祭りに

参加しよう

児童扶養手当

特別児童扶養手当

昭和

“

年 8月 分から

引き上げられます

児童扶養手当、特別児童扶養手

当が昭和56年 8月 分からそれぞれ

次の通り引き上げられます。

α 童扶着手当〉

O児童 1人 31,2∞ 円

(従来29,3∞円)

O児童 2人 36,2∞ 円

(同 34,3∞円)

備 別児童扶書手当〉

01級  36.0∞ 円

(従来33.800円 )

02級  24,∞ 0円

(同 22,500円 )

ひとこと

役 場 の 電 話 は

2111番で す おしらせ 3

山

田

明

贅

市
浦
に
も
本
格
的
な
夏

が
訪
れ
、
子
供
た
ち
も
楽

し
い
夏
休
み
で
す
。

十
三
湖
や
、
脇
元

・
磯

松
海
岸
で
は
、し
じ
み
員
を

採
る
家
族
連
れ
や
、
海
水

浴
を
す
る
人
た
ち
で

一
段

と
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、

遠
く
県
外
か
ら
、
市
浦
を

訪
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

市
浦
に
住
む
も
の
と
し

て
、
観
光
に
来
て
下
さ

っ

た
人
た
ち
に
、
「
さ
れ
い
な

市
浦
、
や
さ
し
い
市
浦
の

人
々
」
と
い
う
印
摯
を
持

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
観
光
を
終
え
て
、

帰
る
人
た
ち
が

「来
て
よ

か

っ
た
」
、
「楽
し
い
思

い

出
が
で
き
た
」
、
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
ラ
に
、

村
民

一
人

一
人
が
、
村
を

き
れ
い
に
す
る
よ
う
に
心

が
け
、
や
さ
し
さ
を
も

っ

て
観
光
客
に
接
し
た
い
も

の
で
す
。

なヤ41●降dし、
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家
庭
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
前
号
で
多
少
な
り
と
も
ご
理

解
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

文
部
省
で
は
今
年
か
ら

「明
日
の

親
の
た
め
の
学
級
」
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
当
村
で
も
民
生
課

―

”
卜
Ю
Ｉ

磁
た
よ
学
似
ク
ｒ
てヽ
⑥

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

と
提
携
し
な
が
ら
、
十

一
月
ご
ろ

か
ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
学
級
は
、
こ
れ
か
ら
親
に

な
る
男
女
を
対
象
と
し
て
、
家
族

と
両
親
の
在
り
方
、
子
ど
も
の
心

身
の
成
長
等
に
つ
い
て
の
家
庭
教

育
に
関
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

最
近
は
核
家
族
化
が
進
み
、
家

族
の
中
で
子
育
て
の
先
輩
が
い
な

く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
プ

ラ
ス
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
在
、

子
ど
も
た
ち
の
非
行
化
が
増
大
し

て
い
る
実
態
か
ら
み
る
と
、
マ
イ

ナ
ス
面
も
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ

特
に
、
子
育
て
を
中
心
と
し
た

家
庭
教
育
に
関
し
て
は
、
体
験
を

も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る

先
生
格
の
年
寄
り
が
い
な
い
た
め

親
と
し
て
の
自
党
も
基
本
的
な
考

え
方
も
な
い
う
ち
に
親
に
な
り
、

生
ま
れ
た
と
た
ん
子
ど
も
に
ふ
り

回
さ
れ
、
気
が
つ
い
た
ら
子
育
て

が
終
っ
て
お
り
、
親
と
し
て
何
を

し
て
き
だ
の
だ
ろ
う
と
反
省
さ
せ

ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い

そ
ん
な
親
に
な
ら
な
い
よ
う
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
（結
婚
前
）

か
ら
、
親
と
し
て
の
自
党
な
り
子

育
て
の
在
り
方
な
り
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
家
庭
教
育

の
中
で
実
践
す
る
心
構
え
を
も
ち
、

子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
親
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
と
、

家
庭
教
育
の
重
要
な
時
期
は
社
会

的
な
変
化
か
ら
も
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
以
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方

か
ら
で
あ
る
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

醐

お
壁

智
子

（相
内
）
回
　
雄

学

（相
内
）
　

優

ェ 佐
藤 藤

自
川
美
智
子

（十
三
）
一　
明

二
藤
部
由
香

⌒脇
元
）
兼
一
郎

葛
西
　
幸
枝

（脇
元
）
達
　
也

三
和
　
靖
昭

（相
内
）
金
　
春

古
川
　
千
尋

⌒十
三
）
　

司

古
川
　
　
純

（太
田
）
廣
　
志

櫛
引
　
松
武

（脇
元
）
松
　
美

∩
剛

∪

（』耐喜難一

（樺村け麻摯
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組^【美代菫

（紳』芙美一「
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三
上

三
和

田

）

森

）

山

）

田

）

一π
）

上

）

内

）

島

）

里

）

田

）
一一
一）

泊

）

内

）

手

）
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歳

０

歳

靖 善
昭 吉

相 脇

内 元

ご
嬉

岩 相 小 十 太 中 福 相 尾 脇 太 富 青 太

夏
休
み
は
、
子
供
に
と
っ
て
、

学
校
を
中
心
と
し
た
ふ
だ
ん
の
生

活
で
は
味
わ
え
な
い
、
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
た
と

な
い
機
会
で
す
。
夏
休
み
を
有
意

義
に
、
そ
し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
お
母
さ
ん
　
　
と
な
く
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
し
ま

は
お
子
さ
ん
と
よ
く
話
し
合
っ
て
、
　

う
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

夏
休
み
の
生
活
プ
ラ
ン
を
き
ち
ん
　
　
た
い
も
の
で
す
ね
。

と
立
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
夏
休
み
な
ら
で
は
の
生
活
パ
タ

そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
な
ん
と
　
　
―
ン
、
日
標
を
し
つ
か
り
立
て
、

な
く
過
ご
し
て
し
ま
う
に
は
、
子
　
　
子
供
の
成
長
の
糧
と
な
る
よ
う
な

供
の
成
長
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
　
　
充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
せ
る
よ
う

餞

■

Ｕ

目
標
を
立
て
、自
主
的
な
活
動
を

も
惜
し
い
貴
重
な

″時
間
″
と
い
　
　
に
し
ま
し
ょ
う
。

え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
題
な
ど
期
間
中
に
定
め
ら
れ

″遊
ん
で
ば
か
り
い
て
ノ
　
宿
　
　
た
課
題
を
こ
な
す
こ
と
は
も
ち
ろ

題
や
っ
た
？
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
す
が
、　
一
方
で
は
、
泳
ぎ
を

子
供
の
方
も
負
け
て
は
い
ま
せ
　
　
覚
え
る
と
か
、
植
物
な
ど
の
観
察

ん

″ど
こ
か
へ
連
れ
て
い
っ
て
よ
″
　

記
録
を
ま
と
め
る
、
土
地
の
お
年

こ
う
し
た
や
り
と
り
で
、
な
ん
　
　
寄
り
に
郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
話

を
き
く
、
体
力
つ
く
り
を
心
が
け

る
―
―
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
″遊

び
″
を
通
し
て
の
学
習
や
運
動
も
、

夏
休

ケ
の
目
標
に
組
み
入
れ
た
い

も
の
で
す
。

こ
う
し
た
″野
外
学
習
″
を
通

し
て
地
域
社
会
に
と
け
こ
み
、
自

然
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
情
操
を
豊
か
に
し
て
い

く
―
―
こ
う
し
た
試
み
が
実
践
で

き
る
の
も
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の

子
供
が
自
ら
目
標
を
立
て
、
自

主
的
に
や
り
ぬ
い
て
い
く
過
程
で
、

強
い
意
思
な
り
、
も
の
ご
と
を
見

る
確
か
な

″目
″
が
培
わ
れ
、
子

供
の
成
長
に
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

弦 ち や ん (8ヵ 月)

りなんだって。それにしても

パパが赤ちゃんの頃とそっく

高田正嗣 さん長男 (十三)

ボク、ハンサムだろう″


